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論文  
年インター ッ の により、 者と 業の は

まっている 、 多く発生している 業の についても

報の伝 が く、 業にとっては一つのリスク ともなっ

ている。 が生じた 、その 報は 時に 者に広く

・ され、その 報に れた 者までもがその 業に

して しい評 を下す 向がある。その 、 を こ

した 業は、その 的 者だけでなく、第三者的立 の

者からも ・サー スやその関 報が され、業 の

大 な を く に がる が多い。こうした から、

者への 応だけでなく、 的な関わりのない第三者的な

者への 応も大 であるといえよう。 
本研究では、第三者的立 の 者に研究 象を り、 による「 の大きさ」

と、 文の中の説 内容に着目し、一 者の しを 的に得られる 広告の

の 方を していく。 
実験の 、 内容について 「 来」 の 応 に関する説 を行う方が「 」

がおきた経 に関する説 よりも、 業や ・サー スへの 頼度や 業へ

の しが得られることがわかった。また について分 すると、 に「 来」に関

する説 を行う がもっとも 的である が らかとなった。 
本研究の は 形 的で 質になりが な の 広告をより 的にする一

つの方向 を せた。 
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

はじめに 
 
 2014 年の日本マクドナルド ールディングスの 問題、2015 年の 成建 ・三

動 「 きマン ン」、 ルクス ー ン ス 問題、 ン レ 問

題など大 業による は記 に新しい。 を こした 業は 者をはじめ世間

に し会見での代表者 、 でのアナ ンス、 け、 サイ での 文

など様々な 応を行う。 に 文 においては、会見や でのアナ ンスや

けとは なり、 をする と ける の 者が し、相 の 応や様子を いなが

ら を表 することが出来ない 、形 的な の印象を けやすい。 
2014 年に日本マクドナルド ールディングスの が相次いで発生したことにより、

り上 下や れが進行した 、 を なくされた が続出した 、

が 少したという実 があることから、1 業の は、 者のみなら 第三者である

一 的な 者にまで を す。そこで、本研究では「第三者に向けたア ローチ」

も 業 のリ バリーに重 な であると え、議論を 理する。 広告に関

する研究は先行 が 多く するが、第三者的な立 の人々に向けた 広告の

の 方、意義を えた研究はまだ少ない。 

 よって、 を けていない第三者的な立 の 者に し、本実験では「

の大きさ」「時 」の いに 点を て 広告を する 証を行う。 
 

第 1  社会  
 
1 1. 日本マクドナルド ールディングスの が社会に えた  
 

2014 年に発生した中 期 れ問題の発覚から まった日本マクドナルド

ールディングスの立て続けの により、 り上 下や れが進行した 、 を

なくされる が続出し、 が 少するという 象が こった。2 1 そ

の 、日本マクドナルド ールディングスは 2015 年 4 16 日、成長が見込めない 131
を 2015 年中に すると発表した。これは、年 から相次いだ の における

問題で、業 が したことを けての だと記されている。3 また、マクドナ

ルドは 2014 年に 111 を していることからもわかるように、 問題という

を こしてしまったことによる は り知れない ど大きい。そして、 を

こして間もない 業を ける 象が こりうる は想 ができる。しかし、 が発覚

してから 年 どが経 した も時間の経 によって の記 が し、 者が

                                                  
1 ,2 DIAMOND online 業 日本マクドナルド ールディングス 上 り上

で 大  まらない外 者の  201 年 3 6 日 アク ス日 2016

年 9 2 日 6 933 
 
3 THE HUFFINGTON POST IN ASSOCIATION WITH The Asahi Shimbun マ
クドナルド、131 を へ 改 資 の のため 2015 年 4 16 日 アク

ス日 2016 年 9 29 日

http://www.huffingtonpost.jp/2015/04/16/mcdonald-renovation_n_7076916.html 
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代 として われるようになった。その 、 タミは が き、 を なく

され、102 が したという がある。5  
このように 者に して 的な は こっていないにも関わら 、 者は「

いイ ージ」を った 業を ける行動を ると える。 
 

1 3. 成建 の による  
 
 2015 年、 成建 が を け、2006 年に された のマン ンに

おいて、 でのデータの ・ などの改 ん の があったことが した。6 
この報 は 日 ディアを がせ、大きな問題となった。また、グルー 子会社の

が発覚したことにより、 成の は問題発覚 と し 2 込み、経 責任を問

う が日 しに していると記されている。7 マン ンは、 などの大きな

が発生しなかった 、マン ンが するという大 に ることはなかった。しかし、

年 日本大 の発生や 下 、 海 の発生リスクが高まって

いる にある。したがって、 的な をもたらす があったと える。 
 
1 4. 2015 年の に関する調査 
  
 2015 年 11 に広報会議が「2015 年 1 から 10 に発生した 業・ の や

」に関し、 の 20 代以上の 500 を 象に、 も印象が かった につい

てアン ー 調査を実 した。12 のう 、印象を くした を上 3 まで

してもらった 、1 は「 成建 、三 動 か きマン ン問題」 67.2
であった。2 は「マクドナルド 問題」 39.2 、3 は「 ン レ

回問題」 35.2 という となった。上 10 以内の のう 8 が大 業

の であることから、2015 年は大 業の が相次いで多発していたことが え

る。 
 また、「 も印象が かった」と えた 業の やサー スについて、「 したいと

思うか」と質問をした 、43.2 の人が「 度と したくない」と回 したことがわか

った。8 

                                                  
5 経 ONLINE タミはな ここまで してしまったのか 102 の大量 を

いた http://toyokeizai.net/articles/-/53463?page=2 アク ス日 2016 年 9 30
日  
6 日本経 新  成建 マン ン で 調査へ

http://www.nikkei.com/article/DGXZZO76056900T20C14A8000077/ アク ス

日 2016 年 9 30 日  
7 イア ンドオン イン 業 好調の 成を った 問題、経 への は  
http://diamond.jp/articles/-/81706 アク ス日 2016 年 9 30 日  
8 2015 年 業・ の に関する調査 調査方法 インター ッ リサーチ 調査 象

20 代以上 サン ル 500  調査 ・政  実 期間 2015
年 11 11 日 11 13 日 力 オマー ティング 
http://prtimes.jp/i/2888/52/resize/d2888-52-767034-0.jpg アク ス日 2016 年 9 30 日  

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

りの態度に るという 想に し、 者の を せ を なくされている

は える一方である。 
また、 した に が 認されれ 、 象 ・サー ス、 業の ・サ

ー ス を け しなくなる 向にあることはごく自 のことである。

の を けていない第三者的立 にある 者でさえも、その 業を ける行動を り、

業は多くの を うこととなる。 
日経リサーチ出展の 570 ンドが されている ンド総 評 ンキング 2015

によると、日本マクドナルド ールディングスの 業好意度が 2014 年は 295 だったのに

し、2015 年は 468 となり、大 に を としていることがわかる。 の 業も多少

の 動はあったが、日本マクドナルド ールディングス ど を下 ている 業は

なかった。 
上記の として、インター ッ の によって の 報が広まり、より多くの

者を う が高まったと考えられる。テレ や新 ・ ジオ・ だけではなく、

オン イン ースや SNS などが した 、 者の に く 報量は 的に えた。

そのため、 業の ・サー スについての い ースも い ースも多くの人々に

く間に伝わる。よって、 業の への関心、 目度、 力は まり、 者の

業を見る目はさらに しくなっているとも える。 
本研究では、 という い ースを うが、 業 は 報の り として 者

と「 がることができる」、 業の ー ージや SNS などのオン インで 的な

ア ローチを していく きである。多様 した ミ ー ン を 業が上

に する ができれ 、 によって った 頼の回 、 の 得の役に立つと考

えられよう。 
 
1 2. 業が間 的に 者に えた  
 
 を している において、日本マクドナルド ールディングスのように に

が 認され、 者に が んでいれ 、その 業の を せ しな

くなるということは こりうるだろう。しかし、 業の が 者に える は、

者が する やサー スだけではない。 業の が く、 が

で 業員が自 した の 業に いイ ージを える ースが報 されることにより、

者はその 業を しなくなる。よって、様々な ティ な 報が 者に して、

を える。 
 2007 年「日本海 や」の 業員が した問題が き、 高 の により会社と役

員に を じた や、2008 年に 「 」で いていた を が で く

した タミ社員の が を めて タミを した をきっかけとして、「外

業 ック 業」というイ ージが 着した。4 そして、「 タミ ック 業」の

                                                  
4 経 ONLINE タミ 自 高 で も った 1.3 は 的

と  http://toyokeizai.net/articles/-/96042 アク ス日 2016 年 9 27 日  
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2 日本マクドナルド ールディングスの 広告9 
 

 
  

                                                  
9 日本マクドナルド ールディングス ー ージ ースリリース 2015.01, 14 お 様

へのお とお知らせ http://www.mcd-holdings.co.jp/news/2015/release-150114b.html 
アク ス日 2016 年 10 4 日  

 

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

 よって、 業の は 者が その 業の やサー スを するか かに大

大きな を すことがわかった。また、調査に回 した人々は、 業の

を けていない 者が大 を めていると考えられる。つまり、第三者的な立 の

者は を けていなくても、その 業の やサー スについて 度と したく

ないと考える人が を める であることを している。したがって、 を え

てしまった人はも ろんだが、その の第三者的立 の 者に して を行い、

業の やサー スを使 してもらえるようにする がある。しかし、 を

けていない第三者は日本 およ 世界各 に多 する 、一人一人に して し

に行くことはできない。そこで、新 およ 業の ー ージ に され、第三者的

な立 の人々にも目にしてもらえる 広告を する重 があると考えられる。さら

に、1 と 2 の上 に られた 業はい れも 広告を している。 2・ 3
しかし、調査の からわかるように、 業とも 広告が 意を表 するとい

う は たしているが、 に った 者の 頼は り せていない。よって、

広告の を得られているとは い い。 
 以上より、 を こした 業が第三者的な立 の 者に して、どのような

広告を すれ 者に 業の を してもらえるのかということについて

していく。 
 

1 日本マクドナルド ールディングスの 上高  
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

2012 は、社会的 において 者がどのように えるのかに えて、第三者の役

も 様に重 であるが、 しにおける社会心理学において 者と第三者間の しの い

についての 研究は ないことを している。つまり、 者のみではなく、第三者

に する の重 や研究の があろう。 
以上より、 回の研究では を けた 者ではなく、「 になり得る の

あった第三者」に しての 広告の を していきたい。 
 

2 2. についての先行研究 
 
 とは、 に 者 が 者に して の意を表 するというものではなく、

ロ スというものが する。McCullough ら 1998 は、 を けた 者は、

者に する 感 から 者を 容することが らかにされていることを した。こ

れは「 感 容」という 者における 容 ロ スがあるということを し

ているが、 者に して をしたとしても、 者に 感をしてもらった上で、 容

してもらう があるということが える。また、 には「 的 」と「 実な

」の 種 が する , 2009 。「 的 」とは、 の回 や 間 を け

る の らかの目的を 成するために行われる である。「 実な 」とは、責任を

容し、 感の認識を った であると 2009 の先行研究で証 されている。つ

まり、 者はその を める や、相 ではなく自 を主 に考え する 的な

であり、 者は責任を認め、相 の を考 した 心 意の であると考えられ

る。よって、 は時と により使い分けられているのである。 
 そこで、 業が 広告を出すにあたり、どのような の方法が められているので

あろうかという 問が残る。 
 
2 3. リスクに する先行研究 
 
 人間は、自分にとって重 であると認識されている次 に関する認知的 理を優先する

である。これを ル スキーマ理論 Markus, 1977 と う。自分にとって重 な

課題では、そうでない課題に 優先的に が下されるという先行研究がある , 
2000 。また、 2000 は、自 と 者を考 する 度は問題の 度によって なっ

ており、 的には課題が になる ど、相 よりも自分を優先させる発 の が多

く、 に ではない ど自分よりも相 を優先させる発 が多いことが らかとなって

いることを している。 回の研究である の を想 すると、 が大きくなれ

なる ど、 者 の える課題は大きくなり、問題の 度は す 、 者を考 す

る 度は くなり、相 よりも自分を優先させる発 が多くなる。 者を優先するので

はなく、 業である 者を優先する発 が えるのである。つまり、 者 にとって

のない な 報のみが 者や第三者である け に伝えられている。しかし、

を行う の な 報のみを 者や第三者である け に をしたとしても、自

身のための 報が伝えられることが多く、 な 報を伝えることや 知識のない

一 者にも理 ができる説 を行う の 者に する が見られないのではない

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

3 成建 の 広告10 

 
 
 
 

第 2  学 的  
 
2 1 広告と第三者に する理由  
 

広告とは、 人の ・ を (きそん)した者が、それを する の広告。

常は新 上に される。 意または によって人の ・ を すると、 法

上 法行 を 成する 709 。
11 

よって、 広告の役 は、 を してしまった 業の 者 が、その 業の

者である に し、 らかの を えてしまった に の意を込めて世間に表 す

るものである。 
業は 者に向けて、 が こってしまった経 や の についての説 を

められよう。 2000 は、第三者の りは にもとづくより で 的な

りであり、第三者は論理的な思考により量 を行うということを した。 本ら

                                                  
10 成建 会社 社 に関するお とお知らせ 2015年10 15日 社

行 における 行 およ 行報告 のデータ ・ について 
http://www.asahikasei-kenzai.com/news/pdf/20151015_owabi.pdf 

アク ス日 2016 年 10 4 日   
 
11 日本大 科 「 広告」

9 3 91 11 2921 アク

ス日 2016 年 9 23 日  
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

いことを している。また、 広告は 関 のない 多 の 者に しても 時

に を するという な を備えており、オーディ ンスの多様さゆえに、 的

な 説 よりも一 的に広く け れられる な表 、すなわ された表 や

主 に える表 が されていると考えられることを している 新 ,2008 。よって、

来の 広告は、 実説 の を しているものが少なく、 えて な説 を

け、一 者に け れられるような表 がされていることが えよう。 な 報を

する 広告が少ない中、 2014 は、 に の立 を にし、 イバ

ル と した優 点、 イバル の優 点を に伝えることや、調査データに関

しても、自社 に な点だけを公表するのではなく、 なデータも公表するという

「ディスクロー ド ンデッド ミ ー ン 360 公開 」という新たな ミ

ー ンの を している。 来の 広告では、 実や を し に説

するという方法が られていない。しかし、 2014 が すように優 な 報も

な 報も 者に し公開する方法を ることにより、インター ッ の などにより

以 よりも くなった 業と 者の関 において、 った 者の 頼を り すこ

とができると考えられる。 
以上の先行研究より本研究では、 業が を こしてしまった に、 を

けた 者以外の第三者的な立 の 者に向けて、 の度 いや時 を させ、文

のみで 作した 広告を し、 業に する印象に が生じるか調査する。 
 

第 3  仮説 
 

 業 の を けていない 者に し、 業を け になるという

を ら 、 も してもらう には、 業への 感を する がある。つ

まり、 者の立 を第一に考えた公 な 報を伝える 広告を する きである。 

 よって、本研究では 者に した上で、説 をする時 の いによって第三者的立

の 者の心理に い をもたらし、 行動を する について を行う。 

 また、本実験では「 の大きさ」から を行うため、 の大きさについて 義す

る。実 に は きていないが、いつ が きてもおかしくない であり、「 的

に の を うリスクを っている 」 マン ンの を、「 の

大きい」とし、 への や心理的な は きているが、「 の を うようなリス

クは っていない 」 ンバー ーに が を、「 の さい」として

う。 

さらに、本実験では「時 」の いから を行うため、「 来」、「 」について 義

する。 業が 者や社会に してどのように 応していくのかに関する説 を行う

ことを「時 」の「 来」、な 業が を こすまでに ってしまったのかという説

を み さ に 者に しわかりやすく説 したものを「時 」の「 」とそ

れぞれ める。 

 以上の先行研究を踏まえ、本研究では以下の仮説を立てた。  

 

仮説 1 業が する 広告において、 者が る「 が大きい」 は、「

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

かと考える。よって、 報の け である 者の 感を させることはできないだ

ろう。  
 ら 2008 は、リスク ッ ージに「 実 」と「 」を高める ンテン が

まれている ど、 け はリスク 理者の 報 を アだと感じることを らかに

した。ここでいう「 実 」とは、 ッ ージの内容が間 いなく 実を伝えているかと

いう基 のことであり、 報の「開 」「 さ」およ 「 感のなさ」が られる。

的にはリスクを す に や を す ンテン を す。「 」とは、「どの

度、 理者が自分た の 態を理 し、自分た に していると感じるか」というリ

スク ッ ージに け への が見られるかという基 のことであり、 的には け

のリテ ーや に わせて伝えようとする や のことを す。そして、

ら 2010 は、 の高い人間関 である 人関 において、責任・ ともに大きい

ような においては、 に を述 るだけではなく、その以上の 行動を行うこと

が められる が多いということや、 意を述 るような行動は表 的な 的 で

あると け られる もあるため、重大な では 意を述 ることの重 が く

認知されるということを記している。 者との 好な関 を するために 的に

者と関わる り みを行い、 好な関 を いている 業がある。 ナソ ックは、レ

ッ ー という を、法人 業のお得意さまを いて新 をい く 、 し

ているイベン を行っている。新 に関する 報や ナソ ックの PC 業の り み・

基本 などについて伝え、 報 を じて次期 に する 者の や意見など

を にすることができる。12 その 、 業は 者の ー を知ることができ、

者は を にすることができる。よって、 業と 者の関 は 好な関 と

なり、 の高い関 となっていくと考えられる。 
したがって、 業は 広告において のみを伝えるのではなく、 を行った上で

業の に する「 実 」や 者や第三者的立 の 者への「 」を

報を伝えることにより、 報の け に 業への 頼の回 の しがみられると 時に、

心理的に い を えることができると考えられる。 
 
2 4 自社の な調査データの開 による  
 

者に し 業の 報を み さ に伝える で、 を こした でも 頼

を わない広告の実験を行った先行研究がある。 
 新 2008 は、これまでに されている 広告において、「 社の社内調査より」、

「公的 関の 査により」という 実説 には重 な となりうる問題 の主 の

が少ない 向にあるということを した。さらに問題の や に る経 などが

記 される広告が 50 中 16 32 に し、説 の記 がないものは 34 68
であり、 広告としては重 な であるは の問題の 説 を記 しない 向が

                                                  
12 Panasonic レッ ー を める SZ。 開発者インタ ー

http://panasonic.jp/pc/appli/sz_interview/vol01.html 
アク ス日 2016 年 10 5 日  
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12 Panasonic レッ ー を める SZ。 開発者インタ ー

http://panasonic.jp/pc/appli/sz_interview/vol01.html 
アク ス日 2016 年 10 5 日  
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

よるアン ー に回 してもらった。 験者には に を得てから調査に 力しても

らったため、回 は 100 であった。 

 
4 2. 度  
 
 度は 頼度、 報的公 、 意 、 し度の つを した。 
 頼度は 2008 を 考にして作成した。「あなたは、この広告を見て 会社タテ

の建 するマン ンを 頼できると思いますか。」「あなたは、この広告を見て

会社レイン ーバー ーの 海 ロッ バー ー を 頼できると思いますか。」「あ

なたは、この広告を見て 業を 頼できると思いますか。」「あなたは、この広告を見て

業に好感が てますか。」「あなたは、この広告を見て 業に する 感を すること

ができましたか。」「あなたは、この広告を見て 業が 実だと思いますか。」の 目で

した。 
 報的公 は、本 ら 2015 を 考にして作成した。「あなたは、この広告を見て 業

会社タテ は 会社レイン ーバー ー が な 報を伝えていると思い

ますか。」「あなたは、この広告を見て 業 会社タテ は 会社レイン ーバ

ー ー が適 な 報を伝えていると思いますか。」の 目で した。 
 意 は、Nakazawa,N.(1994)を 考にして作成した。「あなたは、この広告を見て

会社タテ のマン ンの 展 会に行きたいと思いますか。」「あなたは、この

広告を見て 会社レイン ーバー ーの海 ロッ バー ーを してみたいと思い

ますか。」「あなたは、この広告を見て 会社タテ のマン ンを しますか。」「あ

なたは、この広告を見て 会社レイン ーバー ーの海 ロッ バー ーを しま

すか。」「あなたは、この広告を見て 会社タテ のマン ンを しに、展 ま

で行きたいと思いますか。」「あなたは、この広告を見て 会社レイン ーバー ーの海

ロッ バー ーを 的にお まで いに行きますか。」「あなたは、この広告を見て

会社タテ のマン ンについて、より しい 報が知りたいと思いますか。」「あ

なたは、この広告を見て 会社レイン ーバー ーの海 ロッ バー ーについて、

より しい 報が知りたいと思いますか。」の 目で した。 
 し度は、 ・ (2015)を 考に作成した。「 業の を責める を完 に

することができましたか。」「 業を心から すことができましたか。」「 業に して

を えたいなどと、 く思わない ど 業を すことができましたか。」「 業の を理

し、 も が こる と わらない を つ ができますか。」「 業に して、

が こる と わら お を しますか。」「 業に して りの感 を いてい

ないことを を するという態度をもって すことができますか。」「 業に し い

評 を述 る行 や 行動で責めることをしないと えますか。」の 目で した。 
 なお、質問 目は、「 くそう思わない」、「そう思わない」、「あまりそう思わない」、「ど

らともいえない」、「ど らかと え そう思う」。「そう思う」、「とてもそう思う」の 7
で回 してもらった。 

 
  

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

」に関する説 を行うよりも、「 来」に関する説 を行う方が 業に する 頼度や

報的公 、 し度が高まる 、 業に する印象が好意的になる をもたらし、

を こした 業を ける 象は こらない。 

 

仮説 2 業が する 広告において、 者が る「 が さい」 は、「

」に関する説 を行うよりも、「 来」に関する説 を行う方が 業に する 頼度や

報的公 、 意 や し度が高まる 、 業に する印象が好意的になる をもた

らす。 

   

仮説 3 上記の仮説より、「 来」に関する説 は、「 」に関する説 と すると、

者の 業に する 頼度や し度、 意 やき んと 報を伝えているかを る

報的公 が高まる をもたらす。 

 

第 4  本実験 
1 本実験について 

201 年に きた の中で 者の印象を くしたものに関する調査がある。この調

査によると、 年の の中で印象を くしたものの 1 は建 の であり、2 は

外 業であった。1 と 2 の題 を し、 が こった において する

広告を作成し、実験を行った。 

 広告は、 つに作り分け、 の「 が大きい」ものであり、 の 応を

す「 来」の説 を行う 広告、 の「 が大きい」ものであり、 が

きた経 を す「 」の説 を行う 広告、 の「 が さい」ものであり、

の 応を す「 来」の説 を行う 広告、 の「 が さい」ものであ

り、 が きた経 を す「 」の説 を行う 広告の を け実験を行っ

た。 と の 広告は実 は きていないが、いつ が きてもおかしくない

であり、「 的に の を うリスクを っている 」として マン ンの

を った。 と の 広告は、実 は きているが、「 の を うようなリスク

は っていない 」として ンバー ーに が していたという を った。

また、 される 広告がどのような の に されたものであるのかという説

と、 験者の立 や を した教 文を作成した。 と の「 が大きい」

の教 文では、マン ンの や が見つかり、実 は こっていないが

を なくされたということに え、 験者はマン ンの ではないという を記し

た。 と の「 が さい」 の教 文では、 験者は が 認されたもの

と 業の を以 に た があったということや、 が の は さな

かったことに え、 験者は の を けていないという を記した。 

実験の としてはま 、教 文を し目を してもらった上で、 広告を し

んでもらった。その 、質問 目が記 された調査 を 験者に し 1 目のアン

ー に えてもらった。 

調査は 者によるものであり、2016 年 9 上 から 9 中 にかけて法政大学 キ

ャン ス 多 キャン スで行われた。 キャン スの大学生 120 に調査 に
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

統 的に 意な が認められ、 t 106 =3.41  p<.01 、「 が さい」方は、「 が

大きい」よりも 報的公 の が 意に高いことが した 表 13 と表 14 。ま

た、 頼度においても統 的に 意な が認められ、 t (118) =1.83  p<.10 、「 が さ

い」方は、「 が大きい」よりも 頼度の に 意 向が された。 表 13 と表 14
。 意 においても統 的に 意な が認められ、 t (118) =2.13 p<.05 、「

が さい」方は、「 が大きい」よりも 意 の が 意に高いことが した

表 13 と表 14 。さらに、 しの度 いにおいても統 的に 意な が認められ、 t 
(118) = 4.5 p<.01 「 が さい」方は、「 が大きい」よりも しの度 いの が

意に高いといえる 表 13 と表 14 。 
 次に、時 と の 分 分 において 作 に 意 向が出たものに して

主 を行った。分 の 、 業や ・サー スの 頼度において、 に

し「 来」の説 を行うと が 4.01、 に し「 来」の説 を行うと が

3.33 となった 表 15 と表 17 。つまり、 に し「 来」の説 を行う方が、

に し「 来」の説 を行うよりも 頼度が高い 向にあるという になった p<.05 。

次に、 に して「 来」と「 」のど らの説 が があるのかを アごとの

によって分 した。「 来」に関する説 を行うと が 4.01、「 」の説 を行う

方が 2.99 となる 表 16 と表 17 。つまり、 に して「 来」の説 の 広告

を することが も をもたらすことから、 の 者が多い 業や ・サー

スにおいて が こった 、 業が を こさないようにするための り

みといった「 来」に関する 報を んだ 広告を すると を得られることが

できると考えられる。 
 

第 6  考  
 
本研究では、 業が こした によって った 者の 頼を り すために

する 広告において、「 が大きい」 と、「 が さい」 という

を し、 広告に する説 に関して「 来」もしくは「 」のど らが 的

であるかを 証した。 
第三者的立 の 者に し「 来」についての 広告を する方が、「 」につ

いての 広告を するよりも、 業や ・サー スへの 頼度や 業に する し

の度 いが高いことや、 の「 が大きい」ときに「 」の説 ではなく、「 来」

の説 を行うことにより、 業や ・サー スへの 頼度や への 意 、 業

への しに関して 意な が認められた。 
したがって、 業が する 広告において、 者が る「 が大きい」 は、

「 」に関する説 を行うよりも、「 来」に関する説 を行う方が 業に する 頼度

や 報的公 、 し度が高まる という仮説 1は部分的に実証された。しかし、「 が大

きい」 「 来」についての 広告を することにより、 を こした 業を

ける 行動が こらない という仮説 1は、 の より 意 が出た 頼度や

意 や しにおけるす ての が中 の であったことから、 行動

の 業 れを する役目を たすことはできなかったと考える。 が得られなかった
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また、時 の いによって 頼度に があるかどうかを 証するために 応のない t を

行った。その 、統 的に 意な が認められ t 118 =3.07 p<.01 、「 来」の方

が、「 」よりも 頼度の が 意に高いことが した 表 5 と表 6 。また、
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広告と、「 が大きい」もので、「 」の説 を行う 広告によって 頼度に があ

るかの 証をするために 応のない t を行った。その 、統 的に 意な が認めら

れ、 t (58) =3.28  p<.05 、「 が大きい」もので、「 来」に関する説 を行う方が 頼

度の が 意に高いことが した 表 7 と表 8 。また、 意 においても
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また、 業や ・サー スへの 頼において、「 が大きい」「 が さい」の

の大きさの いの主 に 意 向 p<.10 が見られ、「 が さい」方が「 が
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な 報を伝えているかを る 報的公 、 業の への 意 や 業に する

しにおいて、「 が さい」「 が大きい」の の大きさの いの主 に 意

p<.05 が見られ、「 が さい」方が「 が大きい」ときよりも 報的公 、

意 や しの度 いが高く、統 的に 意 が された 表 3 と表 4、表 9 と表 10、表

11 と表 12 。さらに、 の大 の いによって 者へ伝えられる 報が公 かを

る 報的公 に があるかどうかを 証するために 応のない t を行った。その 、
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ら、 を こした 業に する 業 れを進行させない第一歩となりうる。 を

こした 業が、形 的な 広告を するのではなく、 者に 心 意向き い、

者の な や りを するために、 者の立 をき んと考 し、適 で

な 報を した 広告を する があるといえる。 
また、インター ッ の により、 のような い ースもす に 者のも

とに き、 され、 業の へ 者はさらに鋭く 応するようになった。その

、 業と 者との ミ ー ンの多様 は、 的なア ローチ次第で 業と

者の 者に リッ をもたらす。 業は ー ージや SNS で まった 者との

を活かすことで、 で った 頼の回 の 会を以 よりも 時的に得られる

がある。本研究で った「第三者」に 目した 広告の り方について、 さらに

議論が められよう。 
  

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

と考えられる は、本実験の 験者が学生であったため、マン ンの 、 の

についてのイ ージを えづらかったためであると考えられる。したがって、 は

マン ンの 経験のある世代の人々に実験を行うことで、 回の実験 と を行

い、 経験の によって に が出るのかということを 証したい。 

また、「 が大きい」 は、実 はない 的な であるにも関わら 、 者

は実 りの の の である「 が さい」 の方が、 頼度や

報的公 、 意 、 しが高くなる。よって、 験者は 的な に関しても、実

が こった のことを想 し、調査に回 したと考えられる。したがって、「 が

大きい」 は、 行動を けることができなかったと考えられる。 

業が する 広告において、 者が る「 が さい」 は「 」に

関する説 を行うよりも、「 来」に関する説 を行う方が 業に する 頼度や 報的公

、 意 、 しが高まる という仮説 2は されなかった。しかし、「 」の説

より「 来」の説 が 頼度や しに をもたらすことや、「 が さい」方が 「

が大きい」よりも 頼度、 報的公 、 意 、 しのす ての 目で高い評 を

得ていることから、「 が さい」 においても「 来」に関する説 を行うことが

をもたらす がある。 
 以上より、「 来」に関する説 は、「 」に関する説 と すると、 者の

業に する 頼度や し度、 意 やき んと 報を伝えているかを る 報的公

が高まる をもたらす という仮説 3 は、 業や ・サー スへの 頼度と 業への

しに 意 0 が見られたため、一部が実証された。 

の大きさの いによって、 広告の の 方を えるのではなく、 業が

を こしたいかなる においても、 を す「 」の内容ではなく、 の「

来」についての 広告を することが、 者に して行う き も重 なことだと

える。 

 本実験では、 業や ・サー スへの 頼度、 者に適 で な 報を伝えてい

るかを る 報的公 や の 意 、 業への しを した実験であったが、

業の 応への 度や 者が作成した 広告に する広告評 およ 、広告への印象を

る広告好意度も の実験 度として考えられるため、この点についても調査していきた

い。 
 さらに、 回実 に こった を 考に 広告を作成したが、実 に 業が

した 広告と 者が作成した 広告では け 者 の印象においてどのような

が生じるのかについても、実験を行いたいと考える。 

 
おわりに 

 
いつの時代においても、 業の は社会問題として り上 られる。どんなに大

業でも、 は会社経 にそれなりの を し、 では「大量リス 」、「

」など、社会的に大きな をもたらす も考えられる。本研究では、

を けていない第三者的な立 の 者に して、「 来」に関する説 を 的に行う

広告を することが、 業や ・サー スへの 頼や 業への しを生 ことか
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の大きいときの教 文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま はこ らをお みください。 
 
 

にあるマン ンがあります。 
そのマン ンは建 されてから 3 年が経ったある日、 が行われていたこと

が しました。 
幸いこれまでは、大きな の が こらなかった 、マン ンが すると

いう大 に る はありませんでした。しかし、 はいつ発生するか にもわか

りません。 が されており、いつ が るか分からない にある 、マ

ン ンの 人は を なくされてしまいました。その に、マン ン建 を

行った会社が した広告です。 
また、あなたはこのマン ンの 人ではありません。 
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の大きいときの の 広告 
 
 
 
 

成 28 年 8 10 日 
お 様各  

タテ 建 の 行 における 行 およ  
行報告 のデータの およ についてのお とお知らせ 

 
は のご を り、 くお し上 ます。 

 この度、 会社タテ 本社  社長 立 が 行 しました

のマン ンにおける の一部について、 行の およ 行報告 の 行

データの ・ があった が外部委 関からの調査 により いたしました。 
 回の が発生いたしました に関しましては、以下の が考えられます。 
 
 ま 、 行報告 なら に 行データの 理に関しまして、 業員一 が行っておりまし

た が られます。それにより、報告 やデータの に づくことができ 、お

様に大 なご をお けすることとなりました。 行報告 なら にデータの 理に関し

まして、 の 業員で 理・ 認を行う きであったと く いたします  
 
つ に、お 様に する以 の建 が完 した時点で、 な 認が行われてい な

かったことが考えられます。 あるマン ンの中から 社の をお いた に え、

年、時には世代を えてお まい くことになりますお 様にとって大  なお い

であるという も重々 知しております。ですから、 していた 期間を 延長し、お

様にご をお けすることがないよう、期間内に建 をし える に 力を重 て り

ました。その一方で、お 様の ・ 心が第一であるという意識が していた と

して、 回の が発生した が、調査の らかになりました。 
 
お 様がいらっし ってこそ 社が 続できるにも関わら 、お 様にご をおかけす

る となりました をお し上 ます。 
 
本 発生 、お 様なら に関 各 の 様方に多大なご心 とご をおかけいたし

ました 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお し上

ますと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、

宜しくお い し上 ます。 
 

会社立  
代表 役 立  
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ま 、 行データの ・ が発生いたしました しい については、 調査を進

めているところであり、 に な 究 を行いご報告いたしますことをお しま

す。 
 
つ に、 社は 建 の ・ における や、 中のお 様のお いの

に関しまして、 を 社が させていただきます。 
さらに、お 様の 心・ が第一でご いますので、 マン ンにお いのお 様

のお を一 一 ご 問させていただき、 させていただきます。その 、お 様が の

にお いになられるか、 ・ が に マン ンにお いになられ

るかのご方 をお いいたします。 
お 様のお を 優先いたしました 応を らせて きたいと考えております。 

 
本 発生 、お 様なら に関 各 の 様方に多大なご心 とご をおかけいたし
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宜しくお い し上 ます。 
 

会社立  
代表 役 立  

  

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

の大きいときの 来の 広告 
 
 
 
 

成 28 年 8 10 日 
お 様各  

タテ の 行 における 行 およ  
行報告 のデータの およ についてのお とお知らせ 

 
は のご を り、 くお し上 ます。 

この度、 会社タテ 本社  社長 立 が 行 しました

のマン ンにおける の一部について、 行の およ 行報告 の 行

データの ・ があった が外部委 関からの調査 により いたしました。 
社といたしましては、上記の問題を に け め、ご をお け しましたお 様

に し以下の 応を らせて く でご います。 
 
ま 、 行データの ・ が発生いたしました しい については、 調査を進

めているところであり、 に な 究 を行いご報告いたしますことをお しま

す。 
 
つ に、 社は 建 の ・ における や、 中のお 様のお いの

に関しまして、 を 社が させていただきます。 
さらに、お 様の 心・ が第一でご いますので、 マン ンにお いのお 様

のお を一 一 ご 問させていただき、 させていただきます。その 、お 様が の

にお いになられるか、 ・ が に マン ンにお いになられ

るかのご方 をお いいたします。 
お 様のお を 優先いたしました 応を らせて きたいと考えております。 

 
本 発生 、お 様なら に関 各 の 様方に多大なご心 とご をおかけいたし

ました 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお し上

ますと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、

宜しくお い し上 ます。 
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の さいときの 来の 広告 

 

 

 

 

成 2 年 10 日 

お 様各  

に関する調査報告とお とお知らせ 

 

は のご を り、 くお し上 ます。 

この度、 会社レイン ーバー ー 本社  社長 が し

いたしました海 ロッ バー ーに の一部 が していたというお し

出をいただきました につきましては、外部委 関からの調査 をもとに、社内で

証を行いました 、 社での で した が いたしました。 

 

社といたしましては、上記のお し出を いた を に け め、一 な 質

理の を るため、改 を実 する にいたしました。 

そこで、 の間、 を いたしました に関しまして、 業を させてい

ただきます。また、 の生 に関しましても、 で の間 を させてい

ただきます。さらに、 が しました を 究する く、 の点 に 内

の調査、 業員の の見 しを し、 の究 を行います。 

 

また、社内 業員の ・教育でご いますが、 も めました 社社員一 、 一度お

様に を するという の意味や重 、 心や の意識の見 し、 発 に向

け の 生 理や の見 し、改 を行って ります。さらに、 視 の の 、

業員の の目で 重もの相 認を行います。 

以上の改 を 実行する をお いたします。 

 

本 発生 、お 様なら にお 様の 様に多大なご心 とご をおかけいたしま

した 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお しあ ま

すと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、宜

しくお い し上 ます。 
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

の さいときの教 文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま はこ らをお みください。 
 
 

あなたは 会社レイン ーバー ーの海 ロッ バー ーを し、

た があります。 

その海 ロッ バー ーという に本来あってはならない が し

ている が発覚しました。 

幸いにも生 の に を すことはありませんでした。 

その に、 会社レイン ーバー ーが した広告です。 

しかし、 回の はあなたが を けたわけではありません。 
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に関する調査報告とお とお知らせ 

 

は のご を り、 くお し上 ます。 

この度、 会社レイン ーバー ー 本社  社長 が し

いたしました海 ロッ バー ーに の一部 が していたというお し

出をいただきました につきましては、外部委 関からの調査 をもとに、社内で

証を行いました 、 社での で した が いたしました。 

 

社といたしましては、上記のお し出を いた を に け め、一 な 質

理の を るため、改 を実 する にいたしました。 

そこで、 の間、 を いたしました に関しまして、 業を させてい

ただきます。また、 の生 に関しましても、 で の間 を させてい

ただきます。さらに、 が しました を 究する く、 の点 に 内

の調査、 業員の の見 しを し、 の究 を行います。 

 

また、社内 業員の ・教育でご いますが、 も めました 社社員一 、 一度お

様に を するという の意味や重 、 心や の意識の見 し、 発 に向

け の 生 理や の見 し、改 を行って ります。さらに、 視 の の 、

業員の の目で 重もの相 認を行います。 

以上の改 を 実行する をお いたします。 

 

本 発生 、お 様なら にお 様の 様に多大なご心 とご をおかけいたしま

した 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお しあ ま

すと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、宜

しくお い し上 ます。 
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ま はこ らをお みください。 
 
 

あなたは 会社レイン ーバー ーの海 ロッ バー ーを し、

た があります。 

その海 ロッ バー ーという に本来あってはならない が し

ている が発覚しました。 

幸いにも生 の に を すことはありませんでした。 

その に、 会社レイン ーバー ーが した広告です。 

しかし、 回の はあなたが を けたわけではありません。 
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「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  

 
 

の さいときの の 広告 
 
 
 

 
成 28 年 8 10 日 

お 様各  
に関する調査報告とお とお知らせ 

 
は のご を り、 くお し上 ます。 

この度、 会社レイン ーバー ー 本社  社長 が し

いたしました海 ロッ バー ーに の一部 が していたというお し

出をいただきました につきましては、外部委 関からの調査 をもとに、社内で

証を行いました 、 社での で した が いたしました。 
回の が発生いたしました としては以下の が考えられます。 

 
ま 、 を り っているにも関わら 、 の 生 が っておら 、 に問

題があった が考えられます。 
つ に、これまでお 様に少しでも く を する に 力を重 て りましたが、

その一方で、本来第一に考える き である、お 様により い 心した を し上がっ

ていただくという意識が していた として 回の が発生した が、調査の

らかになりました。 
 
お 様がいらっし ってこそ 社が 続できるにも関わら 、お 様にご をおかけす

る となりました をお し上 ます。 
 

本 発生 、お 様なら にお 様の 様に多大なご心 とご をおかけいたし

ました 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお しあ

ますと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、

宜しくお い し上 ます。 
 

会社レイン ーバー ー 
代表 役  
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成 28 年 8 10 日 

お 様各  
に関する調査報告とお とお知らせ 

 
は のご を り、 くお し上 ます。 

この度、 会社レイン ーバー ー 本社  社長 が し

いたしました海 ロッ バー ーに の一部 が していたというお し

出をいただきました につきましては、外部委 関からの調査 をもとに、社内で

証を行いました 、 社での で した が いたしました。 
回の が発生いたしました としては以下の が考えられます。 

 
ま 、 を り っているにも関わら 、 の 生 が っておら 、 に問

題があった が考えられます。 
つ に、これまでお 様に少しでも く を する に 力を重 て りましたが、

その一方で、本来第一に考える き である、お 様により い 心した を し上がっ

ていただくという意識が していた として 回の が発生した が、調査の

らかになりました。 
 
お 様がいらっし ってこそ 社が 続できるにも関わら 、お 様にご をおかけす

る となりました をお し上 ます。 
 

本 発生 、お 様なら にお 様の 様に多大なご心 とご をおかけいたし

ました 、そして世間の 様を大 お がせいたしました に し、心よりお しあ

ますと に、 社を て 頼回 に 身 を くす でご いますので、 卒、

宜しくお い し上 ます。 
 

会社レイン ーバー ー 
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 優 賞 評  

 

「第三者」である一 者の心理に着目した 

広告における説 内容の  

 

社会学部教授 

 文 

 

業が らかの を こした 、 会見や 文の報 を見た が 分だという印象

を えると、 者ではない「第三者」であっても 業に する ティ なイ ージを つこ

とがある。この論文は、 発している 実の 業 の を研究の 点としており、 めて 日

的な課題に り んでいる。 

者は自らの 証に先立って、 に する第三者の 、 の ロ ス、リスク ッ ージによる

相 の態度の などに関する社会心理学的な先行研究を多方 において しており、先行研究の り

いも適 である。その上で、 象のもたらす 度の大きさが の を うような「大きいもの」

か「 さいもの」か、 に まれる説 が の きた など「主に に するもの」か、

それとも の 応や改 など「主に 来に するもの」か、という によって 文を した

第三者に する心理的な が なるという仮説を している。この仮説 も、 実の の を

踏まえており適 である。 

者が実 した仮説を 証するための実験も、実験 法により、 に った の 文を各

の 験者に ませ、 業イ ージを「 頼度」「 報的公 」「 意 」「 し度」という 度で し

ている。この実験 法や 度の においても、 種の先行研究を に している。 

大学生の 120 に して質問 によって行った実験の 、 の きた などの「 」の

説 よりも、 の 応や改 などの「 来」を する 文の方が、 頼度と し度に 的な

を えることがわかった。また、「 の 度が大きい」 では、「 来」を した 文が 頼度

や 意 に 的な を えることを見出している。さらに などの の分 により、 の

では、 よりも に して「 来」に関する説 を行う方が、 頼度に 的な を得られる

ことを報告している。これにより に して「 来」の説 の 広告を することがもっとも

をもたらすことから、 の 者が多い 業や ・サー スにおいて が こった 、

業が を こさないようにするための り みといった「 来」に関する 報を んだ 広告を

すると を得られるとしている。 

その一方で、 に「 の 度が大きい」 では、「 来」に関する説 を行っても 頼度、 意

、 し度の評 は 分に高まるところまではいかなかったという実験 となった。そこから、

広告だけでは「 行動 の 業 れを する役目を たすことはできなかった」と、文 による

の 界も している。 

以上のような考 は、 における 業の のあり方に、 常に な知見を するものと評

したい。またこの論文では、実験の されなかった仮説についても、 験者が大学生であったため

に した に 実感があったかどうか、また 者が実験のために作成した 文と 業が実 にリリ

ースした 文との など、その が思 されている。このような 実な研究態度も評 したい。 

「第三者」である一 者の心理に着目した 広告における説 内容の  
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